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１面

恒例の生石小学校稲刈り（１０／６）

コ
ロ
ナ
に
始
ま
り
コ
ロ
ナ
に

終
わ
る
大
変
な
一
年
間
で
し
た
。

生
石
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
は
、
４
月
末
に
総
会
の
書
面

議
決
に
よ
り
、
新
体
制
が
よ
う

や
く
発
足
し
ま
し
た
。
５
月
の

大
型
連
休
明
け
に
は
、
感
染
防

止
を
し
た
上
で
の
小
人
数
の
集

会
が
許
可
さ
れ
た
の
で
、
各
部

長
と
三
役
に
よ
る
役
員
会
の
分

散
会
を
企
画
・
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
令
和
２
年
度
の
実
質
的

な
ス
タ
ー
ト
で
す
。
新
体
制
で

臨
む
生
石
ま
ち
づ
く
り
通
信
を

充
実
し
発
行
す
る
こ
と
も
、
こ

の
会
で
の
決
定
事
項
の
一
つ
で

す
。次

に
、
昨
年
度
末
に
予
定
し

て
い
た
イ
ベ
ン
ト
が
、
次
々
と

中
止
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
で
、
新
し
い
企
画
と
し
て
、

「
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
運
動
」
の

理
念
に
賛
同
し
、
活
動
に
い
ち

早
く
参
加
し
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
人

や
、
医
療
従
事
者
と
そ
の
家
族

の
方
な
ど
に
、
心
無
い
差
別
や

偏
見
が
向
か
っ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
安
心
・
安
全
で
、
住
み

良
い
ま
ち
が
守
ら
れ
る
こ
と
は
、

私
ど
も
の
活
動
そ
の
も
の
な
の

だ
か
ら
で
す
。

ま
た
、
松
山
市
指
定
有
形
文

化
財
に
な
っ
た
軍
用
機
格
納
庫

「
掩
体
壕
」
の
保
存
整
備
工
事

が
、
昨
年
十
一
月
末
に
完
成
し

ま
し
た
。
今
後
生
石
ま
ち
協
が

管
理
し
、
戦
争
の
怖
さ
や
命
の

大
切
さ
を
学
ぶ
た
め
の
平
和
学

習
に
活
用
し
、
後
世
に
伝
え
て

い
く
任
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
松
山
市
と
地

元
ま
ち
協
が
連
携
し
た
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
活
動
と
し
て
、

誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

以
上
、
本
年
度
の
新
し
い
取

組
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
地
域
の
皆
様
や
地
元

企
業
等
に
支
え
ら
れ
、
ま
ち
づ

く
り
活
動
に
邁
進
し
て
い
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う

か
ご
支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
長

田
中
秀

明

りんまん を作ってみませんか？！

＜りんまんの由来＞

朝鮮から来た「林さん」が伝えた。お餅の上のもの

は魚のうろこに見立てていると言われています。色

は赤・黄・緑・白・黒は、五行といわれ、陰陽を表

し縁起のいい色とされています。

≪ 豆 ち し き ≫

２０２２年に民法が改正され成人年齢が引き下げられます。我々は本

来既に大人としての自覚を持つべきところを、２年間の猶予をいただき、

これまで過ごしてきた部分があると思います。ですが今回成人の日を迎

え、一つのけじめとして、これまで以上に大人としての自覚と責任感を

持っていきたいと思います。

昨年の２月頃から始まった新型コロナ感染拡大により、自分を含め多

くの方が大切な機会や時間を失いました。一方で、自分を見つめなおし、

有意義に使う時間が増えたように感じます。大変な状況ですが、こうし

た危機も前向きにチャンスと捉え、これまでお世話になった地域の皆さ

んをはじめ、社会に恩返しができるように成長したいと思います。

地区新成人 祖母井 佑樹 さん（寄稿）

生石地区では、総勢１９８名（男；１０５名，女；９３

名）の皆さんが新成人となりました。（関連記事３面）

大
変
な
一
年
に

（生石公民館に設けられたフォトスポット）

（シトラスリボン）



１０月２３日（金）生石公民館において、生石小

学校４年生を対象に防災教室が開催されました。生

徒たちは防災士の八木さんや生石公民館の皆さんか

らの地震や津波などのお話しを熱心に聞いていまし

た。

例年、６月初旬頃に行われていた西中学校のボランティア清掃は、

新型コロナの感染拡大に伴い、延期となっていましたが、１１月３日

（祝日）９時から２時間の日程で行われました。

この清掃活動には、西中生徒と先生約１４０名と生石地区まちづく

り協議会から５０名余りが参加しました。総勢２００名で「吉田の里

を美しく！」をテーマに、空港通り（南吉田東交差点～久保田町交差

点間）の植え込み内などに放置されたペットボトルや空き缶などの回

収、除草などを行いました。回収された草木やゴミは、生石地区まち

づくり協議会が用意した軽トラックで回収され、西中のグラウンド片

隅に運ばれた後、生徒たちの手で分別され廃棄されました。

１２月２５日（金）西中学校校庭において、災害用ト

イレの設置訓練が行われました。地区の防災士や松山市

職員の指導のもと、西中の生徒や先生が主体となって、

体育館の西側にあるマンホールの上に災害用トイレの組

み立て訓練を行いました。

現在、『掩体壕』は補強工事が完了し、立派な案内看板や

内部にはライトが設置され、内部の見学が出来るようになり

ました。また管理運営は松山市より「生石地区まちづくり協

議会」に委託されており、まちづくり協議会では、悲惨な戦

争を語り継ぎ、平和の尊さを伝える生石地区のお宝として大

切に管理運営を行っていきたいと考えています。

また、まちづくり協議会では『掩体壕』を多くの人に見学

していただくために必要な資料や、リーフレットなどを作成

中です。更に見学者より希望があれば『掩体壕』の「案内説

明が出来る語り部」を募りたいと考えています。

地域の皆さん、保存整備された『掩体壕』をぜひ一度訪れ

てみてください。 向井かおり（記） リーフレット準備中

対象に防災教室

２面

『掩体壕』

松山市指定有形文化財『掩体壕』の保存整備工事が完了し、

令和２年１１月２８日、爽やかな青空のもと完成記念セレモ

ニーが開催されました。コロナ禍の中、野志市長も参列し

「生石地区の大切な宝物として、平和について後世に語り継

いでいただきたい。」と述べられました。西中学校・生石小

学校の代表の子どもたちも参加しました。子どもたちにとっ

て、地域に貴重な戦争遺構があることを改めて知る機会に

なったと思います。



　

休診；日曜／祭日・木曜午後・土曜午後

～笑顔のあふれる病院～

医療法人結和会 松山西病院

愛 媛 銀 行

空港通支店
松山市高岡町７９-２

TEL ９７１-９２００

老人保健施設ミネルワ

松山市高岡町３０２-２

TEL ９７２-９５００

えひめ中央農業協同組合

生 石 支 所
松山市高岡町８４１-１

TEL ９７２-００５７

医療法人河原医院

３面

内科・消化器科・外科医療法人ミネルワ会

松山市富久町３６０-１

TEL ９７２-３３５５

松山市高岡町６３０-３

TEL ９７１-２０２５

や ま の べ
〒791-8042

松山市南吉田町６１８
Tel.968-8088  Fax.968-8188

ご寄付のお礼！
「生石地区まちづくり協議会」に、

ご寄付を賜りました、各事業者の皆

さま、誠にありがとうございます。

今後ともご支援、ご協力をよろし

くお願いいたします。

数年前から親子で晴れ着を準備し心待ちにしていた日。

学校の卒業式で友達と再会を約束した日、成人式！

新型コロナウィルス感染の収束の兆しが見えていない
中、開催できるかギリギリまで揺れ動いた成人式、準備
に当たる実行委員会の皆さんは松山市の判断を待ちなが
ら、もし開催できない場合、一生に一度の成人の日に安
全で心に残る催し物が出来ないかと考えていました。

生石公民館の

ホールに特設され

たフォトスポットで

仲間・友人・親子

で記念撮影する

新成人の皆さん。

高岡側（単位；ｍ）北吉田側（単位；ｍ）

松山市の成人式の中止決定を受け、実行委員会では、新成人の皆さんに記念品を送る

封筒に「成人の日フォトスポット」を１月９日から１１日まで、生石公民館に設置する

ことのお知らせを同封し１２月２５日に発送しました。

１月８日には、色鮮やかな花いっぱいのフォトスポットが生石公民館のホールに出来

上がり、まちづくり協議会の環境部が成人式の式典の為に育てた葉ボタンもコーナーを

飾りました。 藤井智恵（記）

新成人に贈る記念品

送付封筒に手作りの

シトラスリボンを同

封しました。

10月２４日（土）垣生山整備部と垣生山公園管理協

会合同で、垣生山登山道の北吉田側と高岡側それぞれに

１００メートルごとに山頂までの距離を明記した標示板

を設置しました。標示板には、山頂までの距離の他にア

ジア諸国の国旗や国名クイズが描かれていて、楽しく登

山ができます。是非日頃の運動不足解消に垣生山に足を

運んでみてください。

このフォトス

ポットは讀賣

新聞にも掲

載・紹介され

ました。

3日間で約４5名の新成人が生石公民館のフォトスポットに

来られました。実行委員の方々からは｢晴れ着を着て生石公民

館に来てもらえて本当に嬉しかった。｣｢新成人の男性グループ

もスーツ姿で来ていましたよ。｣｢地域の方からも感謝の言葉を

もらえました。｣との声をお聞きしました。困難な状況の中で

も新成人の皆さんが周囲の方々のあたたかい心遣いに感謝し、

笑顔で親子や友達と仲良く写真撮影される様子にコロナ禍の憂

鬱が吹き飛びました。



生石保育園では、公民館と共同で地域子育て支援「さく

らんぼ広場」を行っています。

地域に住む未就園児とその保護者の方を対象に「赤ちゃ

ん広場」や「さくらんぼ広場」では季節の遊びや製作など

を親子で楽しんでいます。「育児講座」は講師をお招きし

乳児期の運動遊びやベビーマッサージなどを行っています。

また、子育てに関する相談も随時受け付けております。

お気軽に足をお運びください。

生石地区まちづくり協議会ＨＰアドレス；http://shoseki-machi.org/

Facebookアドレス；https://www.facebook.com/shoseki.machi/

１２月７日（月）９時３０分～

生石公民館に於いて、山野先生の

ご指導の下、ふるさと学級主催の

「月夜のたぬき」のタペストリー

作りを行いました。コロナ禍で多

くの公民館事業が中止となる中、

例年だと５０人以上の参加者で賑

わう人気の事業ですが、今回は三

密をさけて、２０人足らずと少人

数で行われ、参加者はマスクを着

用して黙々と作業を続け、２時間

余りでかわいい作品が出来上がり

ました。小川潤子（記）

２月７日（日）例年２日間の履脱天満宮例大祭

は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、餅

まきや武道、和太鼓演奏などのイベントを中止す

るとともに、分散参拝を呼びかけ、規模を縮小し

て１日のみの斎行となりました。そんな中、済美

高校美術科生徒による「干支絵馬」、新田高校書

道部生徒による「書」の奉納は例年通り行われ、

神事の後、参拝者へお披露目となりました。

生石保育園地域子育て支援
松山市高岡町８６０－１

ＴＥＬ；０８９－９７２－０８０３

担当者 樋口・杉野
ＨＰ；http://shouseki.sakura.ne.jp/

＜お問い合わせ先＞

２月５日（金）さくら小学

校では、校庭で令和２年度卒

業記念植樹式が行われました。

卒業生１２７名が参加して、

代表者数名が陽光桜の苗木を

植えました。

さくら小学校の植樹式

１２月１０日(木)高齢者クラブでは会長研修会を、地域

包括支援センター西原看護師さんを招き、コロナ感染予防

対策、「腸活」ついて研修会を行い１５名が受講しました。

ウイルスや細菌に強い腸内環境を整えるには、「適度な

運動」「腸がよみがえる食生活」「腸が整う生活習慣」が

必要で、また、腸を健康にしてくれる四大食品は次のよう

なものがあるようです。

元気な腸に整え、コロナに負けない体力をつけ、みんな

で乗り越えよう！！

吉田さしもも高齢クラブ 中村健二（記）

かわいい出来映

えに満～足？！

コロナウイルスもようやく収束に向かおうとしてい

ます。しかしながら元に戻るにはワクチン接種が全国的

に実施される必要があります。次号発行予定の７月１日

までにはオリンピックの行方も判明していると思います。

世の中が明るく元気になることを願っています。

門田慎二（記）

＜ 編 集 後 記 ＞

生石小学校の植樹式

２月１５日（月）生石小学

校では、垣生山高岡側登山道

で令和２年度卒業記念植樹式

が行われました。卒業生１４

６名を代表して、１０名が陽

光桜の苗木を２本植えました。

４面

☆３／１７（水）西中学校卒業式
☆３／２０（土）生石保育園卒園式
☆３／２４（水）生石小・さくら小学校卒業式
☆４／２ （金）生石保育園入園式
☆４／８ （木）生石小・さくら小学校入学式
☆４／９ （金）西中学校入学式

＜春行事中止のお知らせ！＞
春恒例の「陽光桜を見る会」と「垣生山に登ろう
会」はコロナ感染防止のため中止といたします。


